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● こんなことがしたいが何かいい方法はないか
● すぐに変換器がほしい
● 製品の接続がわからない
● 資料を読んでも内容がわからない
● 納入された製品が動かない

● 定価を知りたい
● 納期を知りたい
● カタログ、資料がほしい
● セミナーに参加したい
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 変換器のことなら何でもお電話ください。すべてのご要望に 

このような 
経験があり 

ホットラインフリーダイヤル
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　重油タンクの重油消費

量を計測したいと考えて

います。圧力センサ（レベ

ル計）からは、一般に圧力

0～100％に対応して、信号DC4～20mAが出力

されますが、消費量を正の値で直接表示するた

め、変換器出力はDC20～4mAにしたいと考えて

います。また、この出力信号に出力リミット機能

を付けることを希望しています。このような用途

に対応できる変換器はありますか。

　スペックソフト形リニ

アライザ（形式：JFX）の

ご採用を提案します。

JFXは、入力信号と出力

信号を対応させるためのデータをあらかじめ設

定できる変換器です。今回、入力信号に対して出

力信号の増加方向を逆転（リバース）させ、なお

かつ出力信号にリミット機能を付けたいとのこ

とであり、設定するデータの例は図1に示す表の

ようになります。このように設定すれば、同じく

図1に例示した入出力特性が得られます。設定変

更を行う場合は、プログラミングユニット（形

式：PU-2A）をご使用ください。　　　　【山村】

　工場のライン駆動用

モータの電流監視を行う

ことになり、交流電流ト

ランスデューサを探して

います。入力がAC0～5Aの時は出力がDC4～

16mA、入力がAC5～15Aの時は出力がDC16～

20mAを出力できる製品はありませんか。CT比＝

4を使用するため、指示計の目盛はAC0～20～

60Aとします。電源はAC100Vで検討しています。

　CT変換器（形式：CT）

の特殊仕様品で対応でき

ます。入力がAC0～5～

15Aに対して出力信号は

DC4～16～20mAとなり、形式はCT-XX-B-Xに

なります。なお、この製品は特殊仕様品であるた

め、ご検討いただく場合はホットラインまでお

問い合わせください。　　　　　　　　　【井上】

図1

リニアライザ
（形式：JFX）

レベル信号 消費量
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m
A
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 －15％ 100％
 0％ 100％
 100％ 0％
 115％ 0％

設定データ例

設定可能範囲は
－15.00～＋115.00％です。

電源側

負荷側

AC20A／5A

A

0 60
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CT変換器
（形式：CT-XX-B-X）

DC4～20mAAC0～15A

入力信号 AC 0～ 5～ 15 A
出力信号 DC 4～ 16～ 20 mA
指示計 AC 0～ 20～ 60 A

指示計
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 お応えできます。クレームについても対応します。

 悩みをかかえた
 ませんか？

そんなときはエム・システム技研の お客様窓口

「ホットラインテレフォンサービス（フリーダイヤル）」を

ご利用ください。お客様の大切なお時間を節約します。    

インターネットホームページ　http：//www.m-system.co.jp/
ホットライン Eメールアドレス　hotline@m-system.co.jp
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　食品会社で 3 階建の貯

蔵倉庫の室温を計測する

ことを検討しています。

測温抵抗体を3本使用し、

倉庫の各階の温度とその平均値を表示させたいの

ですが、何かよい方法はありませんか。

　測温抵抗体変換器（形

式：M5RS）を3台と温度

表示をするため直流入力

デジタルパネルメータ（形

式：46DL）を4台、そして平均値を演算するため

3入力デジタル式演算変換器（形式：JFK）を1台

組み合わせることによって実現可能です（図3参

照）。JFKの付加コード（演算式）としては「／2：

加減算」を、また各ゲイン（K1＝K2＝K3）は0.333

とご指定ください。　　　　　　　　 　【野田し】

　現場の温度を熱電対で

測定し、計測室で監視し

たいと考えています。現

場には電源がなく、現場

から計測室までは距離があるため補償導線を引

くことは困難です。何か対応できる変換器はな

いでしょうか。また現場に変換器を設置する盤

がないため、現場防滴形ケーシングに内蔵され

た変換器を希望しています。

　2 線式ユニバーサル温

度変換器（形式：B6U-B）

とディストリビュータ

（形式：M2DY）の組合せ

で対応できます。B6U-Bでは、防滴構造のケー

シングの中に2線式ユニバーサル温度変換器が

入っていますから、計測室にM2DYを設置して

いただければ、現場に独立した電源は不要で、熱

電対センサの信号を取り込むことができます。

B6U-Bは各種防爆認定仕様（労検本質安全防爆、

労検耐圧防爆）も準備していますから、防爆エリ

アでの使用に対しても経済的に対応できます。

　     　　　　　　　　　　　　　　　　　【山村】

図3

現　場

2線式ユニバーサル
温度変換器

（形式：B6U-B）
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第3回

DCSの隆盛

　今回はさらに時間を遡り、'80年

代におけるデジタル技術とデータ

ロガーにスポットを当ててみます。

'80年代におけるデジタル技術のト

ピックとして、DCS（Distributed

Control System＝分散型制御システ

ム）を筆頭に挙げることができま

す。'70年代の半ば、我が国に登場

したDCSは、'80年代に入ると目覚

ましい勢いで市場に浸透し始めま

した。鉄鋼、石油・化学、紙パル

プなど主要プロセス産業のユー

ザーは、新設プラントへの適用の

みならず、在来プラントのアナロ

グ計装システムのリプレース用と

しても積極的にDCSを導入しまし

た。大手計装メーカー各社は、DCS

の性能向上、新機能の開発を競い、

新形のDCSを矢継ぎ早に市場に投

入しました。そして、'90年前後を

ピークとして、我が国には巨大な

DCS市場ができ上がり、それに伴

いセンサやアクチュエータ、その

他の計装機器を含めて計測・制御

機器産業全体の市場も活況を呈し

ました。

　このように、DCSはまさに、'80

年代の計測・制御機器産業全体の

牽引役としての役割を担ってきま

した。現在でこそ、PLC計装やパ

ソコン計装などが台頭して制御シ

ステムの形態は多様化しています

が、石油・化学プラントなどの大

規模な計装システムはDCSの独壇

場であり、今なおプロセス制御シ

ステムのフラッグシップ（旗艦）と

しての地位を保っています。

DCSの特徴

　DCSの特徴は、その名が示すよ

うに、大規模なプロセスを複数の

小型CPU（MPU ＝マイクロプロ

セッサ）で、8～80ループ程度に分

散して制御するシステム方式にあ

ります。それ以前のプロセス・コ

ンピュータでは、1台の大型CPUで

広範囲な制御対象（数10 ～数 100

ループ）を集中処理する方式が一般

的でしたから、これは画期的なシ

ステム・アーキテクチュアといえ

ました。DCSのもう一つの特徴は、

CRT（Cathode Ray Tube：いわゆる、

ブラウン管）を表示媒体に使用して

プロセスを監視し、キーボードで

様々な操作ができる点にあります。

この方式は、「ボードレス・オペ

レーション」と呼ばれました。従

来のアナログ計装方式では、オペ

レータは計装盤（board＝ボード）に

取り付けられた調節計や指示計、

記録計などの計器やランプ、ス

イッチ類に向かって監視、操作を

行っていましたが、この新たな方

式ではCRTとキーボードがそれら

に取って替わるため、「ボード」が

不要になるからです。DCSでは、

CRTとキーボードによる監視、操

作の機能については、制御機能と

は別の独立したMPUが受けもっ

ていて、このMPUを含むシステム

の部位（サブシステム）は、一般に

「オペレータ・ステーション（ある

いは、オペレータ・コンソール）」

と呼ばれました。現在ではHMIや

SCADAと呼ばれている機能を担

当するサブシステムに相当します。

なお、制御機器を担当するMPUを

含むサブシステムは「制御ステー

ション」と呼ばれました。

　余談になりますが、DCSのボー

ドレス・オペレーション方式では、

密度の高い集中監視、操作が可能

になります。このため、アナログ

計装方式に比較してオペレータ1

人当たりのプラントの守備範囲が

図1　DCSによるデータロガー構成例

オペレータ
ステーション

制御用通信バス

MPU
MPU

メッセージ用
プリンタ

帳票用
プリンタ

Ai×256点 Di×128点

制御ステーション×2
● アナログ入力16点／
   カード×16カード
（アナログ入力はすべて
　アイソレーション）
● 接点入力32点／
   カード×4カード
（デジタル入力はすべて
　バッファリレー付）

MPU：マイクロプロセッサ
 クロック速度 1MHz程度
 メモリ 64KB程度

MPU：マイクロプロセッサ
 クロック速度 6MHz程度
 メモリ 128KB程度
HDD：ハードディスク
 容量 10MB

MPU
HDD

CRT
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格段に広がるために、相当な省力

（省人）化が期待できます。'80年代

にユーザーがこぞってDCSを導入

した大きな理由として、このよう

な経済効果が挙げられます。

　図1に、'80年代半ばにおける典

型的なDCSのシステム構成例を示

します。また、図2に、'70年代後

半のDCS（北辰電機製「総合計装シ

ステム 900TX」）用オペレータ・ス

テーションの外観を示します。

DCSにおけるデータロガー機能

　データロガーの機能は、DCSに

おける重要な付帯機能の一つとし

て標準に、あるいはオプションと

して装備されていました。実際の

システム構成としては、データロ

ガー機能を処理するために専用の

MPUを備えるDCSもありました

が、多くの機種では、前述のオペ

レータ・ステーションのMPU が

データロガー機能としての処理も

併せて担当しました。プロセスか

らの信号は、制御ステーションか

ら取り込み、通信バスを経由して

データを収集します。当時のMPU

は、現在のパソコンのCPUに較べ

れば比較にならないほど処理能力

が低く、1つのMPUが監視、操作

機能の処理とデータロガー機能の

処理を兼ねることは、相当に困難

なことのように思われます。しか

し、実際にはリアルタイムOS（オ

ペレーティングシステム）注1）のも

とにコンパクトな実行ソフトウェ

アを走らせて、効率よく処理を

行っていました。そして、データロ

ガーとして収集、加工したデータ

は、磁気ドラム注2）やフロッピー

ディスク、あるいは'80年代半ばか

らは、ハードディスクなどの外部

記憶媒体に蓄積されました。蓄積

されたデータは、定刻になると帳

票（日報、月報）としてプリンタで

自動的に印刷し出力することがで

きました。ここで、出力用紙にはあ

らかじめ罫線やタイトル、データ

項目名などを印刷した帳票専用の

用紙を使い、決められた位置に英

数字や記号などのデータのみをプ

リンタで印字する方法が採られま

した注3）。このために、DCSとして

の警報印字や操作記録など、各種

のメッセージ用のプリンタと帳票

用のプリンタを分離する必要があ

り、1システム当たり最低2台のプ

リンタを設置しました。

　また、帳票の内容（仕様）を規定

するソフトウェアをFORTRANや

アセンブラなどの言語で記述して

いたので、ユーザーの要求仕様を

実現するためにはプログラマの介

在が必須でした。そのために、帳

票のエンジニア

リングコストが

高く、1 フォー

マット（1頁相当）

当たり50万円～

100万円程度の定

価が付けられて

いました。なお、

エム・システム技

＊SCADALINXは、エム・システム技研の登録商標
　です。

図2　総合計装システム 900TX（（株）北辰電機製作所製） 【（株）エム・システム技研 システム技術部】

研のSCADALINXをはじめとする

現在のデータロガー製品の多くに

は、帳票のビルダソフトが付属し

ているため、標準的な日報、月報、

年報であれば、ユーザーが簡単に

帳票の仕様を設定することが可能

です。

　さて、前掲の図1は、データロ

ガー機能を含むDCSのシステム構

成図です。データロガーとしての

入力点数は、これまでの連載で述

べてきた内容と同様の条件にして

います。本システムのトータルコ

ストは、ハードウェアだけで（DCS

としてのパッケージソフトウェア

は含めて）約5,600万円です。DCS

は、本来の制御システムとしての

機能を有するので、本連載の前回

（パソコン計装におけるデータロ

ガー）や、前々回（SCADALINX）に

紹介したシステムの価格と単純に

比較することはできませんが、

DCSをプロセスの監視、ならびに

データロガーを主な用途として適

用した場合でも、ハードウェア構

成自体は同等となります。以上を

ふまえ、ご参考にしてください。■

注1）処理をリアルタイムに（実時間に合わ
せて）実行することを重視し、目的の
時間内で処理が完了するように設計さ
れたオペレーティングシステム。主
に、計測機器や工作機械などの制御装
置に組み込まれるOSとして利用され
る。代表的なリアルタイムOSとして
は‘TRON’がある。

注2）高速で回転するドラムの表面に塗布さ
れている磁性体にデータを書き込み、
読み出しができる磁気記憶装置。'60
年代から '70年代にかけてプロセス・
コンピュータの外部記憶装置として多
用された。記憶容量は1ユニット当た
り64KB程度。

注3）日本語対応のプリンタがDCSに使用
され始めたのは、'90 年代以降であっ
た。
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豆 直列接続形電源用避雷器の特長

　現代社会が高度情報通信社会と呼ばれて久しくなりま
すが、その発達は止まる所を知らず、ますます加速して
いるように感じられます。計装の分野においても、計
測・通信・制御システムの発達には目を見張るものがあ
りますが、このような発達は主に電子機器の高速・高密
度化に支えられています。
　ところが、電子機器に使用される半導体部品は、従来
の電気製品に使用されていた構成部品に比べて、雷サー
ジに対してはるかに脆弱になっており、落雷が数億
ジュールのエネルギーを放出する現象であるのに対し、
電子機器はわずか数ミリジュールのエネルギーで故障す
るといわれています。
　エム・システム技研は、計装機器メーカーとして数多
くの電子機器を開発するとともに、それらを守る避雷器
も同時に開発しています。そして、電子機器メーカー自
身が作るからこそ、どのメーカーの避雷器よりも『効く』
避雷器であると自負しています。

直列接続形電源用避雷器とは

　直列接続形電源用避雷器とは、電源ラインと保護対象
機器に対して直列に接続するタイプの避雷器であり、一
番の特長として高い保護効果をもつため、計装・制御盤

などに組み込まれた電子機器を保護するのに最適です。
対照的なタイプとして並列接続形避雷器がありますが、
こちらは主として分電盤や電源の粗保護用であり、どち
らかといえば電気製品向けで、電子機器を保護するのに
は十分とはいえません。ほとんどの避雷器メーカーが並
列接続形だけしか供給していない中で、エム・システム
技研は並列接続形と直列接続形の双方を供給しています
（図1に形式の違いと効果の差を示します）。
　また、直列接続形はコイルを内蔵しているため、ノイ
ズフィルタとしての働きも備えています。

耐雷トランスとの比較

　電子機器を守るものとして、避雷器以外に耐雷トラン
スがあります。構造は基本的に商用トランスと同じです
が、雷サージに対する耐電圧を高めるため、一次側に並
列接続形避雷器を組み込んだり、一次側に発生した過電
圧が二次側に洩れないように、トランスの一次・二次間
に静電シールドを施しています。
　避雷原理は、基本的に
直列接続形避雷器も耐
雷トランスも同じで、避
雷器がコイルによって
雷サージの通過を抑え
ているのに対し、耐雷ト
ランスはトランスの絶
縁によって抑えていま
す（図 2）。正直に言っ
て、トランスの絶縁に頼
る方が雷サージをより
よく遮断できます。しか
し、多くの場合それは過
剰な性能を求めることを意味し、電源が絶縁されていな
い機器を保護するような特別な場合以外は、一般にコイ
ルによる抑制（直列接続形避雷器）で十分と考えています。
　一方耐雷トランスには、形状と重量がともに大きくな
るため使い勝手が悪く、また単価も高くなるという欠点
があります。さらに、耐雷トランスの性能を引き出すに
は、一次側と二次側にあるアース端子をそれぞれ別の接
地極につなぐ必要があります。とくに一次側の接地極に
ついては、トランスの絶縁破壊を防ぐため、接地抵抗を
数10Ω以下に抑える必要があるので、製品単価だけでな
く、接地工事の面からも大変高くつくことになります。
　以上を要約し、絶縁、電圧変換などトランスだけがも
つ機能を必要とする場合は別として、避雷対策だけを考
慮すればよいのであれば、手軽に使えて安価な直列接続
形避雷器をおすすめします。　　　　　　　　　　 ■

【（株）エム・システム技研　開発部】

被保護
機　器
G

U

V

● 直列接続形避雷器

接地

被保護
機　器
G

U

V

● 耐雷トランス

接地 接地

図2

G

● 並列接続形　

接地

電源ライン

VL1

連続接地線

俺様は悪名高きイナズマッチョイナズマッチョだ！
今日も電子機器を壊しまくるぜ！

・VL1の電圧がそのまま電子機器にかかる
・電子機器にサージ電流が流れ込むのを抑えられない

G

● 直列接続形

接地

電源ライン

サージ電流
VL1 VL2

連続接地線

・VL2で電圧を抑える
・Lで電子機器にサージ電流が流れ込むのを抑える

消滅

L

VL1、VL2：電圧制限素子
L：コイル

ダメだ！
通り抜けられない！

サージ電流 電子機器には
効かんかも？

注）説明を単純化するため、複数本ある電源回路のうち1本だけを抽出しています。

チョロイ
チョロイ

電子機器組込盤

電子機器組込盤

図1
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眠くならない実習主体の勉強会眠くならない実習主体の勉強会

大阪／東京MKセミナー受講者募集

● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。

大阪／東京MKセミナー受講者募集

大阪会場

 （株）エム・システム技研 関西支店
 （大阪市西区江戸堀1-10-2　肥後橋ニッタイビル2F）

   開催時間  9：30～17：00

　お申込み および お問合せ先：
  （株）エム・システム技研  （本社セミナー事務局 担当：井上）
    TEL．06-6659-8200／FAX．06-6659-8510

下記のコースの中から、ご希望のコースを1日単位でお選び
いただけます。
受講料は無料です。お気軽にご参加ください。

受講料無料受講料無料受講料無料

簡単な回路から電流・電
圧・抵抗を測定してオーム
の法則を学習

代表的な計装用信号変換
器の役割と特性をパソコン
の画面を見ながら学習

Webブラウザ対応クライア
ント ／サーバシステム
「SCADALINX」を使って、
HMIパッケージソフトの立ち
上げから画面や構成の説
明と簡単なシステム構築ま
でを学習

温度を制御対象にした実
習教材とパソコンを接続し、
画面に表示される測定値、
出力値の変化を観察しなが
らP・I・D制御動作を学習

オームの法則

 大阪会場（関西支店）日程  東京会場（関東支店）日程

ス キ ャ ダ リ ン ク ス

東京会場

変換器の
アプリケーション

SCADALINX

PID制御の基礎

コース名 内　容

4月19日
（水）

4月20日
（木）

4月18日
（火）

4月5日
（水）

4月6日
（木）

4月26日
（水）

4月27日
（木）

4月25日
（火）

4月12日
（水）

4月13日
（木）

5月23日
（火）

5月24日
（水）

5月25日
（木）

5月30日
（火）

5月31日
（水）

5月17日
（水）

5月18日
（木）

5月16日
（火）

5月10日
（水）

5月11日
（木）

6月6日
（火）

6月7日
（水）

6月8日
（木）

6月2日
（金）

6月28日
（水）

6月29日
（木）

6月27日
（火）

6月30日
（金）

 （株）エム・システム技研 関東支店
 （東京都港区港南2-12-32　サウスポート品川11F）

　開催時間  9：30～17：00

   お申込み および お問合せ先：
  （株）エム・システム技研  （本社セミナー事務局 担当：井上）
    TEL．06-6659-8200／FAX．06-6659-8510

2006年6月13日（火）変換器のアプリケーション

2006年6月14日（水）オームの法則

2006年6月21日（水）SCADALINX

2006年6月22日（木）PID制御の基礎

眠くならない実習主体の勉強会眠くならない実習主体の勉強会

名古屋MKセミナー受講者募集名古屋MKセミナー受講者募集
お客様のご要望にお応えして、名古屋にて臨時MKセミナーを開催します。

お申込みおよびお問合せ先お申込みおよびお問合せ先：（株）エム・システム技研（株）エム・システム技研 中部営業部（担当：佐合中部営業部（担当：佐合（さごう）（さごう）） TEL.052-936-2901TEL.052-936-2901／FAX.052-936-2932FAX.052-936-2932

名古屋MKセミナー会場：名古屋市東区葵 3丁目15番31号
 （住友生命千種ニュータワービル7階会議室）
● 地下鉄東山線「千種」下車、徒歩1分　● JR中央本線「千種」下車、徒歩1分

開催時間：10:00～17:00

ス キ ャ ダ リ ン ク ス

● セミナー内容は大阪・東京会場と同様です。

● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。
　 定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。

● セミナー内容は大阪・東京会場と同様です。

● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。
　 定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。

JR
千
種
駅

JR
中
央
本
線

至
大
曽
根

至藤ケ丘
地下鉄東山線

地下鉄千種駅至名古屋

中部営業部

駐車場

住友生命
千種第2ビル

住友生命住友生命
千種第千種第3ビルビル

住友生命
千種第1ビル

「住友生命千種ニュー
タワービル」は、エム・
システム技研 中部営
業部の隣のガラス張
りのビルです。

住友生命
千種第3ビル

住友生命千種住友生命千種
ニュータワービルビル
住友生命千種住友生命千種
ニュータワービルビル

受講料無料受講料無料受講料無料
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